
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

の
う
ち
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
デ
ル
タ
株
の

流
行
に
よ
り
、
消
費
の
足
踏
み
状
態
が
長
期
化

し
、
飲
食
・
宿
泊
等
の
対
面
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

関
連
す
る
幅
広
い
産
業
で
大
き
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
昨
秋
以
降
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展

と
継
続
し
た
感
染
防
止
対
策
が
功
を
奏
し
、
感

染
急
減
を
受
け
て
消
費
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
遠
因
と
す
る
部

品
・
部
材
調
達
難
や
コ
ン
テ
ナ
不
足
問
題
等
の

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
伴

い
、
需
要
に
十
分
に
応
じ
ら
れ
な
い
供
給
制
約

が
経
済
回
復
の
遅
れ
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
更
に

は
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
再
拡
大
の
懸
念

等
、
依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で

す
。

　

こ
の
様
な
中
に
お
い
て
、
感
染
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
高
い
次
元
で
持
続
さ
せ
て

い
く
に
は
、
先
ず
持
っ
て
根
本
的
治
療
薬
や
治

療
法
の
確
立
が
強
く
待
た
れ
ま
す
。
一
方
、
感

染
の
波
は
繰
り
返
し
来
る
こ
と
を
前
提
に
、
私

達
自
身
の
能
動
的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い

の
も
事
実
で
す
。
当
所
と
し
ま
し
て
も
、
自
治

体
・
医
療
界
と
連
携
し
た
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

に
引
き
続
き
協
力
し
感
染
・
重
症
化
予
防
に
貢

献
す
る
他
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
券
「
ふ
く
割
」
や 

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｅ
ａ
ｔ
等
の
消
費
拡
大
事
業
を
展

開
し
、
事
業
者
の
売
上
回
復
と
域
内
の
内
需
回

復
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
皆
様
に
は
感
染

防
止
対
策
を
油
断
な
く
継
続
頂
き
な
が
ら
、
地

元
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
の
積
極
的
な
消
費
応
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
社
会
経
済
活
動
は
勿

論
の
事
、今
迄
の
常
識
や
価
値
観
を
変
容
さ
せ
、

企
業
の
事
業
環
境
は
激
変
し
ま
し
た
。
経
済
界

に
は
、
こ
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
適
応
す

べ
く
、
既
存
事
業
の
付
加
価
値
向
上
や
事
業
領

域
の
再
構
築
等
、
持
続
的
企
業
価
値
向
上
の
た

め
の
戦
略
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
所

は
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
足
元
の
金
融
支
援

の
他
、
事
業
再
構
築
に
係
る
補
助
金
の
計
画
書

作
成
支
援
を
始
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
事
業
承
継
・

Ｍ
＆
Ａ
等
の
事
業
変
革
へ
の
挑
戦
を
親
身
丁
寧

に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
、
企
業
の
安
定
と
成

長
に
貢
献
す
る
所
存
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
ま
で
２
年
３
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
福
井
県
・
福
井
市
・
福
井
商
工

会
議
所
の
三
者
で
設
置
し
た
「
県
都
に
ぎ
わ
い

創
生
協
議
会
」
で
は
、
県
都
福
井
の
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
と
、
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
開
発
や
二
次
交
通
等
の
開
業
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
検
討
・
議
論
を
鋭
意
進
め
て

い
ま
す
。新
幹
線
は
地
域
活
力
を
取
り
戻
す「
希

望
」
で
あ
り
、
本
年
は
更
な
る
議
論
の
深
化
と

共
に
、
官
民
連
携
で
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

動
さ
せ
、
地
域
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
３
０
年
度
末
の
新
幹

線
大
阪
開
業
を
目
指
し
、
国
土
強
靭
化
に
お
け

る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
確
保
そ
し
て
本
県
経

済
発
展
の
観
点
か
ら
も
、福
井
県
並
び
に
関
西
・

北
陸
経
済
界
と
連
携
し
、
敦
賀
開
業
後
の
切
れ

目
な
い
着
工
を
国
に
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
社
会
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、

課
題
は
多
様
化
・
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
時
流
を
的
確
に
捉
え
、
未
来
を
切
り
拓
く

福
井
商
工
会
議
所
と
し
て
進
取
果
敢
な
役
割
を

果
た
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

２
０
２
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
経

済
も
よ
う
や
く
回
復
基
調
に
転
じ
ま
し
た
が
、

依
然
力
強
さ
を
欠
き
、
業
種
や
規
模
に
よ
り
回

復
度
合
い
が
異
な
る
「
Ｋ
字
型
回
復
」
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
国
民
全
体
を
覆
う
閉
塞
感

を
真
に
打
開
す
る
た
め
に
も
、
昨
年
政
府
が
決

定
し
た
「
新
た
な
経
済
対
策
」
の
着
実
な
実
行

は
も
と
よ
り
、
国
民
が
日
本
の
将
来
に
つ
い
て

明
る
い
希
望
を
抱
け
る
よ
う
な
、
新
た
な
成
長

と
発
展
へ
の
道
筋
を
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年
、
特
に

以
下
３
点
に
つ
い
て
重
点
的
な
取
り
組
み
を
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
は
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業

の
生
産
性
向
上
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
本
の
中
小
企
業

は
、
様
々
な
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
潜
在
的
な
変
革
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
中

小
企
業
経
営
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
は
、
生
き
残

り
を
か
け
た
自
己
変
革
の
有
力
な
手
段
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
流

れ
を
、
業
務
効
率
化
に
留
ま
ら
ず
、
越
境
Ｅ
Ｃ

等
を
通
じ
た
販
路
拡
大
、
更
に
は
業
態
転
換
等

の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
に
ま
で
広
げ
る
経
営
力
向
上

の
柱
と
し
て
強
力
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
は
「
事
業
再
構
築
、
取
引
適
正
化
等
を

通
じ
た
付
加
価
値
の
向
上
」
で
す
。
商
工
会
議

所
に
よ
る
伴
走
型
の
経
営
相
談
体
制
の
強
化
に

よ
り
、
事
業
承
継
や
事
業
の
再
生
・
再
構
築
を

後
押
し
し
、
経
営
の
効
率
化
や
付
加
価
値
創
出

力
の
向
上
を
強
力
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
企
業
と
中
小
企
業
で
構
成
さ
れ
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
、
創
出
し
た
付
加
価

値
や
コ
ス
ト
を
フ
ェ
ア
に
分
か
ち
合
う
取
引
適

正
化
も
不
可
欠
で
す
。
登
録
企
業
が
４
千
社
を

超
え
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
は
、

官
民
連
携
で
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
有
力
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
今
後
は
宣
言
の

実
効
性
を
よ
り
高
め
、
中
小
企
業
の
付
加
価
値

向
上
、
ひ
い
て
は
日
本
全
体
の
成
長
力
の
底
上

げ
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
は「
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生
の
推
進
」

で
す
。
東
京
一
極
集
中
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実

際
に
は
一
次
産
業
の
成
長
産
業
化
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
通
じ
た
製
造
業
の
集
積
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
取
り
込
み
な
ど
を
進
め
て
き
た
地
方

圏
の
方
が
、
東
京
圏
よ
り
も
高
い
経
済
成
長
率

を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と

し
た
さ
ら
な
る
地
方
分
散
化
の
動
き
も
み
ら
れ

る
中
、
政
府
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
も
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
モ
メ
ン
タ
ム
を
地

方
創
生
の
加
速
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
日
本
の
国
土
形
成
の
た
め
に

も
不
可
欠
で
す
。
商
工
会
議
所
は
、
地
域
総
合

経
済
団
体
と
し
て
地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
連

携
を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生
を
さ
ら

に
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
商
工
会
議
所
は
今
年
で
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
地
域
と
と
も

に
、
未
来
を
創
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の

１
０
０
年
に
向
け
て
、
中
小
企
業
の
活
力
強
化

と
地
域
活
性
化
に
よ
る
日
本
経
済
の
持
続
的
な

成
長
の
実
現
を
目
指
し
、
５
１
５
商
工
会
議
所

と
連
合
会
、
青
年
部
、
女
性
会
、
海
外
の
商
工

会
議
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
最
大
限
活
用

し
、
新
し
い
時
代
を
皆
さ
ま
と
切
り
拓
い
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。引
き
続
き
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
私
の
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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